
Title トリコット工業の生産構造

Author(s) 伊藤, 俊夫; ITOO, Toshio

Citation 北海道大学農経論叢, 20, 187-210

Issue Date 1963-11

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/10818

Type departmental bulletin paper

File Information 20_p187-210.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



トリコット工業の生産構造
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I はしがき

わが国の産業構造において，繊維工業のしめる地位は，戦前に比べると戦後

は著しく後退していることが明かであるが，そのなかでメリヤス工業は，中小

企業の典型的な形態として独自の発 第1表繊維工業の規模別構成比

達を示しているものである。 1-輩ヨ害者塾」一生_Ii'-.i直ー
すなわち，昭和34年の通商産業省 !大企業It主l大企業|匙
の調査によると，繊維工業のなかで 綿スフ織物

も，メリヤス工業は，従業者数から も 織 物

見ても，また生産高から見ても，最 絹人絹織物

も中小企業的な色彩のつよいもので 麻 織 物

ある。第1表で宥取されるように，

メリヤス肌着の生産においては，大

企業にぞくするものは，僅か 6%に

すききず，残りの 94%は，全く中小企
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る。メリヤス靴下の生産において

も，大企業にぞくするものは， 8%

業によって生産されているものであ備考 1 従業員数は年問、子均月末現在従業員

数である門

で，残りの 92%は，中小企業によっ

て生産されている。したがって， メ

2 大企業は従業者は 301人以上，中小

企業は 300人以下。

3 本表は通商産業省調査統計部編「繊

維統計年報J(昭和34年)による《
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リヤス工業は， fl自のいずれの繊維工業に比べても規模が零細であるということ

ができる。

また，メリヤス工業は，その出待額から見ても， I医用労働者数から見ても，

全繊維工業のわずか 6~7%をしめるにすぎないが，立入って更に分析すると，

同じメリヤス工栄のなかでも，経編機による経メリヤス工業すなわちトリコツ

ト工業は，一企業あたりの附加価値額から見ても，他の)L編メリヤス工業儲編

メリヤス工業， メリヤス靴下工業およびメリヤス手袋工業に比べるとかなり大

きな格差を示している。このことは，原糸素材の多様性とくにナイロン生産の

進展に伴って， トリコット工業が他のメリヤス工業よりも，より有利な生産条

件にめぐまれていることを意味している。以下わたくしは，わが国におけるト

リコット工業の生産構造について簡単な概観を試みることにしたいf したが
って，その他の流通及び消費構造についての分析は他日にゆずりたいとおも

う。

2 トリコット工業の沿革料

1 海外におけ忍沿革の概要

経メリヤス機の発IYJは， 1772年英人クレーン氏によるもので， tliメリヤス機

の琵りjの1589年から実に 182年おくれていることになる。クレーン氏の発明

は，ストラット氏の協力によって， 1775年完成を見たので，この年が経編機の

誕生の記念の年とされている。

その後1791年英人ダ、ウソン氏によって柄車が発明されるに及んで，経編機

は一問実用化されたが， 1815年，経編機がフランスに輸入されるや， リヨン，

カレー，ルールなどの諸地方に普及を見て，その製品も英国製を俊認するとさ

えいわれた。つづいてドイツに輸入されるに及んで著しい発展をとげ， 1879年

には， ドイツ人ノミッハマン氏によって， ヂfPlミラーニース機が発明された。こ

れより先， 1847年に英人レッドゲート氏によってラッシェル機が発明されたの

で，ここにいわゆるトリコッリの 3機種がそろって，現在のようなトリコッ卜

工業危展の基礎を築いたわけである。

20世紀に入ると，ドイツにおける斯業の発展は，実に目覚ましいものがあっ

* 戦前におけるメリヤス工業については，掘江英一， J芸大小工業の生i!F.形態， r経済，;弘治J
主H8巻第2号，昭和14年ゎ

料 トリコットの沿革については，この方面の先覚表堀越勇次郎氏 (n本経細協会長)の教

ぷに負うところが大きいp トリコットの生産技術については，米旧英夫，r編組工学J(昭
和34年， 5版)に詳しいが，なお未見の文献に， {下正尊， r経メリヤスの実際」がある。
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て， トリコット機も，従来の平正I~から垂直塑に改良されてIE本的な編立が可能

となり，斯業の発展に拍車をかけるにいたったものである。 ドイツの有力メー

カーで，わが国に親しまれたものは，シューベルト・ザアルツアー社，エルン

スト・ザウベ社，オットー・サ、イファ一社およびエミール社などで，大正の/1-:

葉から日目和初期にかけて，多数上記メーカーの機械が輸入されて，わが国トリ

コット工業の揺藍時代に大きな貢献をしたものである。

その後 1929 年には，円引I~;J速ミラニーズ機が伯林のマラテイ社によって各

国に輸出されるにし、たったことが注臼される。本機の発明は，仏人 Marias

Ratigncerであって，これまでの平型ミラニーズ機は， 1分間の同転数は 100

回以下であったが，この機械は円型ラッチ針式毎分間転数500問で，その高性

能は驚嘆に{u品、するものであった。(なお本機は，開和9-q-:初めて東洋編織株

式会社に愉入されたわけである。)

更に 1937年には， ドイツのザウベ氏の特許になる FF式トリコット慌が免

i!fJされて，フルファッション靴下に革新をもたらしたものである。これより 2

年前の 1935年には，イギリスにおいて，ヒゲ針 (springneedle)と舌針(latch

needle)の両特長を兼備したノ4イプニ一ドルを利用した FNF トリコット機が

完成されて，遂に経編機の毎分1，000[iJ!の夢を実現し，永年にわたりドイツに

リードされていた経編機の王国に肉迫したわけである。

しかし， ドイツにおいても，第 2 次世界大戦後，其rr~の阿復に伴って， 1950 

年頃には，超高速トリコット機が完成されて世界市場にJJVHを見たものであ

る。その有力メーカーは，カール・マイヤ一社，パルプア一社， リバー・ザウ

ベ社，エミール社などで，就中わが国に最も親しまれているのは，カール・マ

イヤー機で， ヒゲ針による毎分 1，000回転で， イギリスの FNF機と性能が匹

敵しているものである。また 12~16 枚震のラッシェル機もカール・マイヤ一任

によって完成され， レース生日正にエボァクをつくったわけである。

-)j，アメリカにおけるトリコット工業は，比較的劣勢で英独にたちおくれ

たが，第2次世界大戦でドイツがii't減したため国内で千品、，i:機の製作が行われる

ようになり，キッド社，アクメ社，ライナ一社などいずれも戦前の性能を遥か

に凌ぐ優秀機を生産するにいたったものであるO

上述のように，経メリヤス機の発達は，織機その他の繊維機械の進歩に比べ

ると格段の相違があり，その阿転数ばかりでなく，編幅も 168JLjまで拡大され，

戦前に比べると，単位面積当り 5~6 倍の性能を有するにいたったものである。

更にアメリカにおいては，織機に編機のコンビネーションルーム (kayloom)

の出現を見，その進歩発達はわれわれの予測を許さないものがあるO
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2 わが国における沿革

わが国に初めて経編機が輸入されたのは，大休明治 32~f 東京の斎藤メリヤ

ス工場に， ドイツ製(ルイス・ストラッハ社製)編機3台が設置されたのをも

って時矢とする。またこの年香川県白応U1rで経編縫手袋の生産が行われたこと

も注目に値し、する。次いで明治 34年，東京の掲川メリヤス， r~0見沢メリヤスお

よび清水メリヤスなどにも経編機が導入されたが，日露戦争後の好況に刺激さ

れて，大阪，京都に，ラッシェル機が輸人され，ラッシェル・レース工業の基

位をつくったものである。またドイツから経編生地が輸入されて縫子袋の生産

が行われたがりj治43年には， ドイツ製のトリコット機の輸入によって縫千

袋の自給生産が試みられたわけである。

明治の揺監時代をすぎて大正時代に人ると，第 1次i世界大戦の影響をうけて，

メリヤス工業は輸出庵業としても需要な地位をしめるにいたったが， トリコツ

ト工業では，前述せるf'lF&lllrを中心とする輸出向縫手袋の生産が飛躍的発展を

見たものである。また大正8年に，イギリスからわが国最初のミラニーズ機が

東京の堀川メリヤスに輸入され，つづいて大正 11年には，四日市の伊藤メリヤ

ス(現在の四日市メリヤスの前身〉に，マクメ理!子ミラニーズ機が輸入され，

r'~'jJ級~ìf1.若の生庵が行われるようになったのであるJ しかし，大正 12 年の関

東大震災のため，堀川メリヤスのミラニーズ機が被害を蒙ったばかりでなく，

同年大竹メリヤスが輸入したシιーベルト型ジャカード編機，ノミアルプス社の
タック附編機なども同様に多大の損害をうけたわけである。なお大正時代の終

りには，繊維の大企業と日すべき鐘紡が高級メリヤスの生産を企図し， ドイツ

から平ミラニーズおよびトリコット機を輸入したことも忘れてはならない。同

じ頃メリヤスの外衣とくにジャージイの編立が注目されるようになったが，タj

Aこれは，単なる試験的な生産の域を出るものでなかったといってよい。

やがて昭和に入ると， トリコット工業は， ようやくイ三格的な企業化の段階に

入り，金沢の古市重次郎氏は，いち早くドイツのシューベルト型トリコット機

を輸入して，昭和4年には， トリコツト生地をインドネシヤのパタビヤに輸出

して好評を博したといわれている。これがわが国におけるトリコット生地海外

輸出の鴨矢であるO

昭和6年の金輸出再禁止後， トリコット工業は活況を呈し初め，昭和9年に

は，三井物産によって名古屋に東洋編織株式会社が設立されて， ドイツのマラ

テイ社の円"Wミラニーズ 12台が輸入され， ミラチジャージーの商標のもとに，

* 中部メリヤス協会， rrt'部メリヤス工業史J(昭和26年)25 J(o 
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M人服地，手袋生地としてJti販される』こいたった。この会社は，戦後同輿紡績

株式会社に合併されたが，戦時統制によって， トリコットの生庄が制限された

ためであったとおもわれる。この東洋編機のほかにも，この時代にトリコット

機を輸入したのは，東洋紡，鑓が~， H i奇紡，点昂;織物などがあるがその話網は

fljjかでなし、。

戦時統制に入る以前に， トリコツト工業にとって注口すべき現象のーっとし

て，われわれは，国濯機の拍訴をあげなくてはならなし、。すなわち，大阪の福

!京湾業は， ドイツの有名なトリコットメーカー，オットー・ザイフアート氏を

招聴して，国産トリコット機の製造を誠み，主として，福井地}jの機業地に販

売を行ったものである。福井機業地は，いう迄もなく，人絹・スフの中心地だ

けに，同時日の|白jに，レーヨントリコットの生地生注に進出して，朝鮮への移

III に )J をいれたものである。この大阪の福原注業とえ;J~、的に，昭和 10 ~ト東京

では， 永田精機がサ、ウベ中!トリコツト機の生広に若手して，東西相呼応して同

pii機の昔及宣伝につとめた結果トリコット機の71;要は漸次取大するにいたった
ものであるO なお昭和 11年には，国産f'jJII)_ミラニース機が大阪の U本ミラニ

ーズ会社によって完成され，胡;;止製糸にそれが 12台設置され，名古屋の東洋

編織のドイツ製門司~ミラニーズと雌雄を競ったものである。

第 2次世界大戦に人ると， トリコット工業は，当初は，原料不足のため'f':休

業状態に陥ったが，その後日本経編工業会の申請によって，設備のスクラップ

化は免れることができたものであるJ この当時のトリコツト生産者は， 43社

350台であったが，福井地iベその他の空襲による催災もあって終戦当時には設

備は 260台に減少してしまったわけである。

このように， トリコット工業は，他の繊維了ー来と呉って，スクラップを免れ

たばかりでなく，繊維工業再建3ヶ年計画で、は，綿紡に次いで重点的にトリコ

ットr:えさがとりあげ、られ，昭和22年には， 1，500台に併設の枠が確定し，その

J2備資金は，復金から融資されることになり，現有設備 284台(昭和22年1月

11 fl)の5倍の拡張が認められたのである。ところが，その当時は，機械の輸

入は不可能で， しかも戦前からのメーカーは， ~íî述内福原庭菜，永田精機，鐘

紡機械およびn~ ミラニーズの 4 社にすぎなかったので，設備肱張は事実在不

可能に見えたのであるが，戦時中の精千百機械メーカーが続々織維機械メーカー

に転向して斯業の定以に協力したわけである。

* 戦時中のメリヤス業の統制については，日本繊維協議会， r日本徹維産業史J:(宇治編第
19 i;'i:メリヤス製造業を参W，t..
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次に， トリコット工業の復元状況を見ると，第2表に示すように，主主鋭機は，

昭和23年3月， 347台であったが，翌 24~r 3月には， 1，000台の増設を見て

1，333台となり，更に 25年 3)]には， 1，481台， 26 ~r 3月には.533台の増設を

見て 2，022台になったのであるO

ところで，トリコツト工業の一t:場 第2表経メリヤス機の推移

規佼については，政府の指ノJえによっ ! I!Hf!l~? I昭和24昭和2?:昭和26
i 年 3511 年 3JJ: 年 3 J1 1~.3 }J

て，最低5台故向 50台と規制され
トリコット

ていたが，実際には， 50 T1の設備を ごラニーズ

もっていたのは，東洋編織と出足製 ラッシェノレ

糸の 2社にすき、ず， 1~2 frの弔紺IT JI 

i見も相当イ{在したようであり， 4台 工場数
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めているわけであるO 和23-27年)による。

第3表経メリヤス機規模別工場の分布(昭和26年5月木)
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このようなトリコット工業の復元過程は，他のメリヤス工業に比べると，比

較的スムースに進行したもので，過当競争をもたらす程のこともなく，園内市

場の発展によって，順調に伸びていったものといってよし、。そして，昭和 28~

29年の繊維業界の不況は，かなり厳しいものがあったが，辛いトリコツト工業

は，フルファッション靴下の好調などに支えられて，大きな衝撃をうけるにい

たらなかったものである。すなわち，昭和29if，には，わが同において初めてと

もいうべきナイロン糸 12デニールによる 60ゲージの靴下が生産され，ょうや

く世界的;J(準に近づくことができたわけである。勿命，これらはすべて新鋭輸

入機によるものであり，社sJ(:，内外二大メーカーの外に，)l'倉ハドソンがアメ
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リカ資本と提携してフルファッション靴下の生産に進出したわけであるO とも

かし トリコツト工業は，ナイロン初め化学繊維の日覚ましい進出に伴って，

その後も順;調な伸びをしめしているが，開和35年には，中小企業団体組織法に

基づく工業組合を組織して，組合ilI日jにおける設備の自主調整を行うことを任

務として今uにいたっているわけである。

3 トリコット工業の生産構造

1 卜リコット工業の生産規模

(1)企業規模

un和 37年 11月現在における日本経編メリヤス工業組合辿合会の調夜による
と，全国の粍メリヤス工業者数およびその所属組合万Ij分布をしめすと第4"支の

ごとくである。

第4表経メリヤス業者の分布と設備台数

組 メ1斗3 別 i業者数!設備台数 組 ノn、、 日1) !業者数 luE備台数

東 部 37 441 ぷ UI 41 325 

関 丙| 112 771'イ1 JlI 25 131 

J~ 利| 129 778 i日 井| 20 307 

新 ikj 53 295 d 417 3，048 
一一一一一一

佑考 本;友は11本経料品メリヤスーL'R組合連合会の資料による。

この統一|ーによると，経メリヤスの業者数は， 417で， これは昭和35年のj位向

恒業符の「メリヤス製造業実態調fr綴告書J(以下1ftに「メリヤス実態調査」と

いう〕の，Jldfi:対象数446に比べると7ir少くなっているのは，アウトサイター
があるためとおもわれる。所属組合別に見ると，足利，関西，新潟の!I民である

が，出I/j，石川1，福井の北陸 3組合を合せると新潟を上削ることになるO とも

かく，経メリヤス企業の分布は，足利， 1河内，北陀の3地域に集中していると

し、うことができる。*

これらの企業の規燃については，前述せる「メリヤスソミ態調{tJ，昭和32年

の通内皮業省の「中小企業総合基本調子王tfi?f/} J，昭和 30 1j'-の íU~統計調子îJ

* トリコット'J:Y去の地域別研究としては，fE利の凋1iがよくまとまっている^ ~J地式宇

誇 fJi利における繊維工業の研究J(昭和3Hf)， H本fJ&維経済研究所，「近代化をいそ
ぐ足利トリコット業J(昭和32年)， ~t陪については， fl本繊維経済研究所， :-~t陀トリ

コヅト業の動向J(昭和36年3Jl)を参照p その他の地域については，センイ・ジャア

ナル社「メリヤス年波J1962年肢を参照せられたいc
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の附fi?調斉ーとして行われた調脊ーなどがある。次に日日和35irの調子tと昭和32年
の調脊を示すと第5表のごとくである。

第5表 卜りコット工業の従業員数別企業数

二恒三五rJ二32 '9-'- '一目H一平日一言「平一寸白石 32!年一一有利一35下一
正盟壁」企業壁|庄町間ーι一足数十i亙問主~_iÎ'~瓦-草豆顎 '{f: $亙;
1- 3 I 109 1- 5 I 57 品 50-叩 17 31-50: 32 品
4- 9 1 172 6-10 1 66 22 100-199' 10

1 
51-100 i 23 8 

ト19! 叫ト 151 52 171 200以上 3，101-2∞ 19 6 
20~29l 30116~20l 28 9l i 1201以上 3 1 

30-49 I 円 21-20 1 26 8 訂 4出 Jf 306 ∞ 
的考 本1<は通商産業省「メリヤス製造業実態調子正被告書J(昭和136年11月)および[Ii]
千 1')'小企業主主本調作機1';-2J (lif1和32年12Ji)によるわ

この表によってゆ!かなように，完全に階層区分が一致しているわけではない

が， 20人未満ないし 20人までの階層が，全体の 66%ないし 81%をしめてい

ることから， トリコット工業の企業規模の小さいことが分る。すなわち，逆に

いえば， 50人以上とか 100人以上の企業は，きわめて少いことが特徴的であ

るO それでも，横編メリヤス及び丸編メリヤス工業に比べると企業規模の大き

いことは，さきに指摘したごとくである。

(2) 企業形態

これらのトリコット工業の企業形態を，法人・個人)5lj，J!，t:_17:年次j]lj，専業・

兼業別，見込・注文別，自己生産・賃加丁目Ijに見ることにしたし、。すなわち，

先ず第一に，法人・個人別の企業形態では，法人が個人を上廻っているけれど

も，これらの法人は過半数が同族会社であることが注目されるO またこれらの

法人会社企業の資本金を見ると， 100万円以下が 36%， 101 ~ 200万円以下が

22 %， 201-300万円以下が 7%， 301-500万円以下が 13%， 500-1，000万円

第6表経メリヤスエ業の個人・法人別資本金額

(100万円101=~ ，201=~ 301:::~591:::j ， 001 I H 
| 以下} 却o「3001 5001，000: 以1:¥ JI- ; IdJ族 :JI'IIi]族 Jf

f株式 14513511422dmild1阿叫 l田
法|ム ml|||llll|| 止

1 11 啓 21 -1 1: 11 -1 4 4: -1 4 

AI布|波 1 均 9j2;31|1141371441
¥(小 ;11724 吋 261181291 2041 川明 204

例人 -1 ーー-， -! 10引 -j

計 l-l--J-1 -)311i-! 
備考本去は通商斥業行「メリヤス実態調査」による p
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以下が 8%，1，000万円以上が 14%で， トリコット工業の企業規模の小さいこ

とが明かである。しかし，九編メリヤス業では，法人企業657社のうち，わず

か22社 (3.3%)が資本金 1，000万円以上となっているのに比べると， トリコ

ット工業は， メリヤス[業のなかでは長も企業規模が大きいということができ

るO

次に，トリコツト工業の企業経歴を見ると，第7表のごとく，殆んど 90%の

企業が終戦後の設立によるものであり， トリコット工業が，戦後の新興産業で

あることが明かである。これに対して，丸編メリヤス工業では，全体の 40%が

戦前の設立であることから見ても， トリコット工業の性格がより近代的である

ことが理解されるO そして，このようなトリコット工業の勃興は，戦後，既存

の織物業告が企業転換をはかり， r繊維復元3ヶ年計両」により，経編ぷ備を導
入して現在の企業基盤をつくりあげたことによることが大きいと考えられる。

第3に事業・兼長別に見たトリコット工業の実態は，第7表の(1)及び(2)に

示すように，トリコット工業では，メリヤス業以外の兼業も比較的多いことと，

メリヤス工業内部の兼業形態では，九編との兼業よりも横編との兼業が多く，

吏にそれよりも経・九・横の総合経営の多いことがi主甘される。このように総

合経討の多いことは，トリコヅト丁会業の企業規柁が他のメリヤス工業に比べて，

相対的に大きい事完に照応しているものである。

第7表 経メりヤスヱ業の専業・兼業別企業数

ー ー(i)-;J)--f"ス業以外:の兼業形態一一一寸主)--jーリギ天荒内部の兼業形:~]-一一一

l'草業兼業 ;it 経専 if王丸兼 l経横兼 l経丸横; 計
〆 |一一一一丁一一一下一一一了一一寸 ーで~ 一 ←-

ij: r株式 105; 53 158) 1叩 15: 25 幻 207

、|合資 1 3 1 4 4 1J 11 1! 7 

人|有限! 29; qq2到 4J 101 叫 U 
(小社 137， 67 204 173: 20: 36! 42) 271 

例人 86: 14! 1叫 101j 71 18; 15; 141 

合計 223 81' 304 2叫珂叫 571 412 

備考 本来は第6去と[r;}ーの資料によるの

沼4に， トリコツト工業の企業形態上注目すべき点は，それが現役階におい

て，注文生躍が多いということであるO すなわち，この場合には，企業者がサ

ムブルを試編し，それによって商社の注文をとって生産に移るわけである。第

8表に示すごとく，大体製品についても，生地についても，その 3分の2が注

文生産で，残りの3分の 1が見込み生産に依存していることになる。とくに製

品では，注文生産 100~;;の企業数の多いことは，企業として経営が一応安定し
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ていることを示すとともに，商社によって生産が支配される成れのあることを

も示唆していることになる。なお，このような注文生産は，比較的規模の大きい

企業によって行われるもので，零細な炭伎では，注文生産を受ける割合が少く，

J;[Jって見込み生産を行うか，或いはそれも不可能の場合には，勢い賃加工する。

すなわち，親企業の卜請力11工を(jわざるをえなくなるものである。トリコット

の製品に比べると，生地については，この程の下請加工の多いことは，制工貨

の値をたたかれる原因ともなっているO また前述の注文生産についても，前社

側から素材，編立，柄などを指定される場合も少くない。

第8表 トリコット工業の生産形態

製 品 1: 生地
一一一一Iìl:支下~ ~t'{茄':rT--tf-11-一一一寸正支寸t! J6~直面:訂dI-

10，%"以下 1! 叫 21 叫 10 %l d d 悶 54 
J _-'__ _JJ  "_J 

3 11~3初0%五 4剖 7引 4引 1臼5'[ 1口1-3初0%[ 1沼8 1臼9 161引 5臼

3凶タμ4l 44l 24( 24l 
8引;1 3

51~7叩0タ%五 3: 21 一斗 5引'15日3兄1-7拘Oタ3b 1悶8矧 3 8創 29

71~99% I 151 一斗 3; 叫7冗1-9ω9%i 34判 2 2矧91 65 
1ωμ! 判 11 81 56副I 1∞μj 判 2 吋 m
計 7判44! 科町叫計|川 56 剖 4必50

備考本去は第6去と同じ資料による。

ところで， トリコット工業における自己生産直と下請加工との割合を見ると，

第9表に見るごとく，自家生産が，編立においては， 256企業中 175社で，約

68%をしめ，裁縫(縫製ともいう〉は， 111企業中 56社で約5ο%となってお

り，編立においては，裁縫よりも自家生産の割合が若干高くなっている O この

うち，下請発注量の編立，裁縫の 100%企業は，夫々 3社と 9社となっており，

これは， ド請編立業者からド請裁縫業者への発注と， ト請裁縫業者からト詰編

立業者への発注を意味しているO なお下請利用工場数については， 1社で 1-4

社を利用している工場が最も多く，編立で約 80%，'裁縫で約50%となってい

るO これは，下請工場が多ければ多い程その製品の不均ーが大きくなるためで

ある。通商産業者の「メリヤス実態調究」では，編立と縫製力n工について調子モ
がなされているが，最も!重要な生産行程ともいうべき染色加工については，調

査がなされていない。しかし，通商荒業省の別の資料によると， トリコット工

業にとって極めて東要な染色整理加工については，遺憾ながらいずれの地域に

おいても，自家加工が少し調主企業数75のうち， 65すなわち 86.7%は外、在

加工に依存していることが示されている。ただ注目されるのは，足利経編メリ
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ヤス工業組合では，夙に共同施設として，起毛，樹脂加工，カール加工， ヒー

ト・セット，縮械，漂白といった各種の仕土加工を行い， トリコツト生地の約

50 ，9';を処理していることである。ともかく，染色整理については，高度の技術

水準を必要とするところから，外注加工に依存することとなったものであり，メ

リヤス工業一般が中小企業であることの必然、的結果であるといえるであろう。

第9表 トリコット工業の下請関係

|10%111~131~|51~171~|1∞.9-61 計
1以下I 30~i 50~170.% I 99~ I <vV/Q 

{編立 1 471414461 吋目
白家加工量別企業数 L.- '" I .1 J .J AI 'A1 

l絞縫! 4( 耐叫 91 同町 56

i主婦 立 31: 30. 6 6; 5 3 81 
下諸発注号別企業数 L.=~ I 

l裁縫 7
1
11 12 7 9  9. 55 

備考本1<は第6};(と同ーの資料による p

2 トリコット工業の生産設備

(1) 編立機台数

トリコット工業の生産設備の中心は，いうまでもなく，編立機であるO 日本

経編メリヤス工業組合連合会の調査によって，これらの編立機の機種別，組合

H"非組合員別設備台数を示すと第 10表のごとくであるO
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備考 1 本去はfl-1.(経編メリヤス工業組合連合会制「経編通信J27 ~;. (昭和38.2. 8) 

による P
2 昭和37年は 10月現在。

この表によると，昭和 32年に 1，320台であった編立機は，昭和36年には

2，804台に増加し (2.1倍)，さらに昭和37年 11月現在で 3，048台と 2.3倍の増
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加をしめしている。これに対して，昭和32年から昭和36年の聞における九編

機および横編機の噌加は，夫々1.0倍， 2.4倍にすぎないことから見ても，トリ

コット工業が他のメリヤス工業に比べて順調に伸びてきていることが明かであ

る。尤も丸編機の増加のないのは，靴下機とともに，昭和32年から中小企業安

定法(現在の中小企業団体法)にもとづ‘いて，設備の白主調整が行われている

ためであり，横編機の場合は，経編機と同じく，漸く昭和37年に入って設備制

限が発動されたので，丸編よりは，設備噌加率が高くなっていることを注意し

なくてはならない。それはともかく， トリコツト工業は，いわゆる過当競争に

あえぐ丸編および横編メリヤス工業とは異って，生産規模が大きく， しかも需

要が生産にマッチして伸びていったために，比較的過当競争の弊害をうけるこ

とが少なかったものということができる。

次に，これらの設備台数の所属組合別の分布を示すと第 11表に見るごtく，

足利と関西と北陸が殆んど匹敵していることが分る。しかし，関西は 10府県

にまたがっているので，実際に設備が集中しているのは足利と北陸3県である

といってよい。なお機種別の分布を見ると， トリコット機が 2，136台で，全体

の70%をしめている。このうち国産機は 1，540台 (72%)で，輸入機は 596台

(28%)となっているO トリコット機に比べると，やや高級と考えられるラッ

シェル機は， 766台 (25%)であり，そのうち国産機は 693台 (90%)で，輸

入機は 73台(10%)にすぎない。ミラニーズ機は， 146台 (5%)にすぎない

が，国外において優秀機の生産が行われていることと，ジャージイ・ブームに

よって，将来は，その増加が期待されているものといえよう O 更に機種別分布

の特色を見ると，関西は比較的ミラニーズ機が多く，北陸は生地生産中心のた

めトリコット機が多し、。東部と足利はその中間にあるといってよし、。

第11表 トリコッ卜工業における設備の分布
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{荷考 本表は日本経編メリヤス工業組合連合会の調査による。
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以上のようなトリコット工業の急激な設備拡張は，百要の伸びにマッチして

いると述べたが，実際には，その操業度は逐次低下してきているのであって，

そのなかには後述するような戦前より所有していた老朽設備の遊休化というこ

ともあるが，矢張り高性能の輸入機の憎加に基因するのではないであろうか。

したがって，トリコット工業では，昭和32年には，メリヤス工業のなかで最も

操業度が高かったものが， 5年後の 36年には，第 12表に見るように，横編機

とともに，最も低い操業度を示している。すなわち，戦後のトリコット工業は

戦時中織物業などから強制的に転業させられた人々によって初められたので，

織物とは根本的に相違するトリコヅトの本質を充分把握できず，また当初は製

品の適当な見通しもつかず， したがって，設備の遊休をもたらしたものとおも

われる。しかし，最近における遊休設備の原因をつくり，操業度の低下を招来

したのは，向性能の輸入機の影響による 第12表メリヤス工業の操業度

ことが大きい。というのは，高速度の輸 一一一「一一一一一一÷一一
11L編|横編|陀珊 Ilfift 下

人機附されて，融機の生産や改良が一昭一五 3~1-5~f-~~ー-尋 誌
なちおくれるとともに，既存の機械の損

31 58 64 77.5 

32 49 叫 67.0 
33 49 64 53.4 

50 61 53: 52.9 

53; 57i 46 57.9 

36 55
j 
47 47 57.7 

耗の修復も容易でない事情のもとで，勢

い国産機は，多かれ少なかれ遊休化せざ

るをえないわけである。しかし，組織の

変化に富んでいる布地については，高速

機を必要としないばかりでなく，むしろ

洗漂糸使用による柄編地の編成などに

は，低速機の方が適しているわけである
備考 1 本表はセンイ・ジャアナノレ編「メリ

ヤス年報J62年版による。
から，低速機は，つねに遊休設備である 2 丸制，横編，靴下は 1-12月平均，

とか，国定機はつねに遊休設備であると

もいえないわけである。

(2) 老朽化の現状

経編は4-翌年3月の平均，(jJし昭

和36年は37年1月までの平均n

上述したような操業度の低下の原因を一層明かにするには，設備の老朽化に

ついて仔細に検討することがのぞましし、。ここには，通商産業省の昭和35年

の「メリヤス実態調賓」の資料によって分析すると，調査台数1，785台のうち

で，明治、に戦前よりの所有と考えられるものは，製作後の経過年数 20年以上

のもの 106台で，その外に，経過年数 10-20年未満のもののなかにも戦前のも

のが若干残っているものと考えられる。この 10-20年未満の台数が，設備総

数のなかで 34%と較も割合が大きいのは，昭和 21年繊維復元3ヶ年計画で設

置されたものが多かったためであるO 次に， 1年以上5年未満が 473台(27%)，
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5年以上10年未満が358台(203&)で， 1年未満は， 222台で 123&にすぎない。

これらのうち， 10年以上の経過年数の台数を，もしもすべて遊休設備と考える

と， 726合すなわち全体の 40%が老朽化していることになる。はたしてそう断

三するのが妥当なのかどうかは問題であろう O

裁縫機については，編立機に比べると，一般に経過年数がわかく， 1年以上

5年未満842台(45%)が一番多く， 5年以上101r未満が 424台(233&)でこ

れにつぎ， 1年未iiS:j317台(17%)が第3iv:をしめており， 10年以上のものは

265台 (14%)にすぎず，そのうち明かに戦前のjfJlJ('rに属するものは，わずか

103台(約5%)にすぎなし、。 この調査で注目されることは，編立機を有する

トリコット業者について附随的に裁縫機を調在したので，編立機1，785台に対

して，裁縫機は， 1，863台で，縫製部門は，始んど全く下請加工に依存している

ことが看取される点である。

(3) 設備の近代化

j亘尚産業省の昭和35年の「メリヤス実態調査」によると，設備更新3ヶit計

画により向う 3年!日jに更新される編立機は， 273台，裁縫機は 223台である。

これに対して，新しく設置される編立機は， 352 ti，裁縫機は， 997台である。

編立機のなかでは， トリコット機 (273台， 77 %)が比較的多く，次でラッシ

ェル機が 68f~ (19 %)で，ミラニーズ機は 11台で 4%にすぎなし、。このよう

に， トリコット工業の設備近代化の内容は， f(lなる代自己ではなく，新設備の増

加を伴っていることと，縫製部門の拡充に主主点がおかれていることおよび編立

機がすべて同派機に比べて約4倍の速度をもち且つ編幅の)ムーい輸入機マあるこ

とが特徴的であるO これらの設備の更新に要する所要資全は， トリコット機1

台500万円として 273台分で 136，500万円，ラッシェル機1台800万円とし

て68台分で54，400万円， ミラニーズ機は， 1合800万円の 11台分で同じく

8，800万ドJ，合計199，700万円を要する。 また裁縫機は 1台当り平均25万|工!と

して 997台分24，925万円を要する。

このように，経メリヤス編立機そのものの近代化は，相当の効果をあげるも

のと考えられるが，それと同時に，われわれは，準備工程および仕上工程の近

代化を考えなくてはならなし、。何となれば，高性能の輸入機と新しい合成繊維

の使用に適合した準備工程が必要なのは当然のことといわなくてはならなし、。

とくに準備工程で用いられる経糸の管理ーは， トリコット製品にとっては決定的

な'If(要性をもつものであり，仕上工程については，準備工程以上にl主要である

といってよい。けだし，現在の設備の多くは，合成繊維の使用をl前提として製

作されたものが少いので，いかによく編成された布地も仕上工程の如何によっ
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ては，全くその価値を失ってしまう虞れがないわけではなし、。このように考え

てくると，設備の近代化は，部分的でなく，全面的であることがのぞましし

その意味で、は，編立設備のみならず，工場の新築改築，工場内の冷暖房，温湿

度調整装置などの近代化にも留意すべきものといわなくてはならない。

第四表 トリコット工業の設備更新3ヶ年計画

万一空32JFl-っち予弓EJ!?竺f二二
I +"経編機 4

経?話機!裁縫持ト 1) コツトヲ?でY .:::c.，r.，.. ミーヂZ二ズ悶 ~r 裁縫機
27312232736S113521997  

係j考 木1<は第6表と同じ資料によるわ

3 トリコット工業の労働力

トリコット工業は，他のメリヤス工業と同じく，典明的な中小企業であって，

その特色は，女子労働力に依存することの多いことと，労働賃銀が低いという

ことであるO またその労働力の給源は，農村山身者よりはむしろその不安定な

生活問難にもとづく一般家庭出身者の多いことが注目される。これらの労働力

の給源については，全国的な調査がないので，ここでは他[1の検討にゆづるこ

とにして，主として労働力構成および労働条件について述べることにしたし、。

(1) 労働力構成

労働力構成については，他のメリヤス工業とも共通していることは，何とい

っても，女子労働力に依存する程度が向いということである O その次に問題と

なるのは， トリコット工)~の生時力を規定する要閃のーっとしての機種別労働

力の構成である。先づ第一に女子労働力の依存度を見ると，第 14表のごとく，

トリコット工業と他の二つのメリヤス工業の間で根本的な相違がないことがfljJ

かである。強いていえば，九編メリヤスは，技術民の構成におし、て女 fの占め

第14表トリコット別業における性別職種別労務構成

1事務員 J主体 n .r 旦'J IJ: 男女男女
J十 |企業数

将 *11~ f人 427 320. 278 75 2，139
1 
4，898 8，137 306 

メリヤス !?61 571 423 781 213 30.4i 印 6

約制 j人 1，333 947 668 192 7，878: 17，873 28，891 2，635 

メリヤス l3'; 58.4 41.6 77.6 22.4 30.6 69.4 

丸編 j人1，156 869 499 白川4 17，009 16，931 1，706 
メリヤス l3~: 57.0 43.0 88.6 11.4 30.2 69.8 

侃与7 木去は第6t<と[，，}じ資料によるr
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る割合がかなり低い点があげられるにすぎない。工日については，全く遇然の

一致とおもわれる程性別構成はよく類似しているO

次に，工程別に，工員を編立，裁縫，其他(準備工程を合む〉に三大別して

見ると，第 15表に示すように，編立工程においては，比較的男子の雇用が多

く，縫製工程では，圧倒的に良子の医用が多し、。また全従業民に対する編立従

業日の割合は 44.8%で，次いで縫製工民の割合は， 29.3%，準備工程其の他の

E民の割合はわづかに 11%にすぎなし、。普通トリコット工業では，編立，縫

製，準備の各T品!の従業~tlの割合はそれぞれ 25%づっ合せて 75 と%いわれて

いるのに比べると，これらの一日2別構成はかなり均整を欠いているように思わ

れるが，その合計が 85.1になっていることは，職員に比べて工員の比重の大き

くなったことをしめしている。ただしこの事実から，前ちにトリコット工業の

労働力の合理化が行われているとはいえないことを注意しなくてはならない。

何となれば，それは，職民及び工片の構成比の変化に伴う労働の生産性の分析

によって初めて断註しえられることだからであるO

第15表 トリコット工業における工程別労務構成
一一一一一一一一一

l制 :工 民|縫製工員!その他工員

1991 239 

50.8 6.9; 8:0 

男女合計に対する割合(%) 8.8 24.0 

[員数 1，950 2.188 ，........"-'， 760 

女女 f従業員総数に対する潮合 (;16) 36.8! 41.3 14.3 

男女合計に対する潮合(%) 53.4 91.2 76.0 

!員数 2，3871 999 

口十従業員総数によIする訓合 (%) 44.8 29.3 11.0 

備考 本iミは第61<とl'iJじ資料によるn

これらのトリコット工業の従業者の年齢別構成および勤続年数を見ると， EA'} 

16表および第 17表のごとくである。

すなわち，第 16表によると，トリコッ卜工業は，メリヤス工業の他の部門と

殆んど全く同じ年齢階層別構成をしめしているO とくに靴下部門(トリコッ卜

靴下をのぞく)とは，完全に/"jじ構成比をしめし，いわゆる生産年齢階層の比重

が圧倒的であるといってよし、。なお，第 17表では， 1年未満のものが，職此に

おいても，工üにおいても (~j!J:とも〉向いことが注目される。この点で、は，

戦前より長い歴史を布する九編メリヤス業では， J政良においては， 10年以上の

勤続者が 1 番多く，男 f工只で、は， 3~5 年未満の勤続者が 1 番多いのとは，や
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メリヤス工業における年齢階層別従業者数

制|横編i丸編|靴下i手袋
413iI，odl，780!I，2301835 
1，306 2，0951 4，038， 2，512: 1，78B 

m ~ w ~ lli 

5，486， 11，716i 20，778， 

79 82， 80 

152
1 

407
1 

965 

2 3: 4 

6，叫 ω珂 紅花11

1側叫 1∞
本表は中小企業庁編「中小企業総合基本凋夜報告書Jによる内

従業者は常用労働省であるの

第17表職種別勤続年数 や趣きを異にしているわけであるO

!職員-工 員十 横編メリヤス工業でも，職只および
! l-jw，，}rJ. 'J 女
イ 男二fT民の勤続年数は， 3~5:;r未満

1年未満 2151 693 1，450 2，358 
のものが 1番多くなっているO

1~ 2年木満 1781 468 1，260 1，906 

2~ 3年未満 1341 320 880 1，334 トリコット工業の労働力構成に

3~ 5年未満 1701 349 829， 1，348 ついては，以上の外に，労働従業

5~ 7年未満 1271 179 379 685 者の技術;J(準を裏書する教育程度と

7~1O年未満 87i 82 2回 372 か家族労働力の利用度などが夜要な

年以 上 133[ 77 95 3出問題である。教ff程度については，
J十 1，044'2，174 5，090 8，308 

i 一一一一一 全国的な資料がないので省略するこ

備考 本去は第6去と[riJじ資料による《 とにして， 事企業主および家挟構成il

の就業状況を従業H50人未満の企業について示すと沼 18去および話 19表の

ごとくであるO

第18表 家計と企業の分離状況および事業主就業状況

({~~.業費と家計費と事業主の住民が '11:% 事業主の就業状況
の分一色互タ離血ιλ2!.:.".'別 事務に事務と労務従事i企業数 15J-t町 分けて:[ifJ一回白[斗ーl拍 i従事しのI両方にZP

一一ーー♂←ー"'，る : ~社二一1Lt;~豆一山三主己主，_.'J4 した ν 

経編メリヤス 436 213 223 400 36， 80 333 23 

横編メリヤス 1，214: 538; 676 1，116 981 193 1，0∞ 21 
空メリ竺 1♂7 1，山 町 1，732 内 341' 日 42 44 

~"{考 本来は第 16;.三と同じ資料による円

7，724 

80 

166 

2 

9，678 

100 

10，444 

79 

315 

2 

13，271 

100 

第16表

!経
数 i

%1 

JG ! 

アJ

数

率

数

ム

半

数

率

数

本

'" 止一
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第19表家族の就業状況 (1企業当日)

l l常時就業考ー」臨時就業主一
総 数:--，男 i 女 十 i 男 l 女一一寸一一計

経細メリヤス 2.吋 1.041 1.吋 2191 0.051 0.04 0.12 
I 

横倒メリヤス 2.28 1. 25~ 0.9③ 2.18 0.03 0.06， 0.10 

丸川メリヤス 2が 1ml O 95 217 0ぱ oば 0.10 
備:考本亥は第16去と|司じ資料による。

第 18表によると，メリヤス工業一般に，家計と企業との未分離状況が見られ

るのであって，これは，わが国における中小企業に共通的な性格である。また

事業主が労務に従事するものの多いことも中小企業としては，当然のことであ

ろう O 家族従業者については，総数でなくー企業当りの実数で示されている

が，これによると， トリコツト工業と他のメリヤス工業との間に本質的な反別

は見られない。

(2) 労働条件

トリコツト工業の労働条件については，就業時間と労働賃金の分析が重要で

あるO しかし前者については， まとまった新しい資料がないが，かつて通商産

業符が調査した規模別就業時間を見ると，対象企業数が少いけれども， 5台以

下の雰細規模の経常では，比較 第別表 トリコット工業の就業時間別企業数

的時間外労働が多く， 13時間以 一一一一 (町叶竺)
I 5台 r6- (11- 121台 I~1 

t就業の企業が見られるが， 11 以上 10台， 20台!以上 i司
令以上の経営では， 13 fl間以上日 81l!j両liJ1 81 31 51 4 19 

I 
就業の企業はなく，さらに 21台 9時間以内 i 71 51 31 31 18 
以上の経営では， 11時間就業の 10時間以内 7， 5 2， 1 15 

約壮一つも見られないo恐ら 川間以内| 3j 11 2j -1 6 
く20台以上の経常では，二交替 12時間以内 1 11 -i f -J 2 
制のため時間外労働が少いので 13時間以上 213

~t 28 15， 13: 7 63 
はなL、かとおもう O 昂しくは第 削 1 

20炎を見られたい。 備考本表は通商産業計の資料による p

次にトリコット工業の職種別の給与を繊維工業全体および他のメリヤス工業

と比較して見たのが第 21表である。

この表によると，丸編メリヤスは，大体繊維工業全体の水準に殆んど一致し

ているが，経編メリヤスは， 18才末満の従業者の年齢階層が多いためもあっ

て， 4，000-6，000円の階層が 38%という高い割合をしめていることが特徴的で

ある O 横編メリヤスは，経編メリヤスと九編メリヤスの中間にあるといってよ
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第21表 トリコット工業の給与月額階層別常用労働者数(百分比)(昭和321f-n
繊維経編メ鎖倒メ丸編メ i kl¥. 倣維級制メ債総fiJL%dfi 

f(1 与月 額 工業。 1)ヤスリヤス!リヤス車口 'j- Jl Mi '[業リヤス|リヤスリヤス

ム000円未満 1 51 9 81 311叩~民000 14 8 12 14 

4川 -6，側 !25i3825221115，O00~2O，O00:64616

6，∞0-8，0∞ 28 25 26' 29 20，∞0 以1:' 7， 5 6 7 

8，∞0-10，∞o I 15， 11 16， 19: 社 100 100 100， 100 

備考本友は第16夫とf';-Jじ資料によるつ

し、。

トリコツト工業における学字者の初任給について，通尚1宅業省、が昭和35年 4

月に調査した結束によると，中学卒については， 6，000円乃至 7，000円の企業が

比較的多いことから，前述した昭和32年末の調査に比べると 2干「余りの!日jに

1，000-2，000 FJの初任給の引上が行われたことが分るO このようなトリコヅト

て業の初任給は，他のメリヤス工業の場合と殆ど異らない現状をしめている O

第22表新卒者の初任給別トリコット工業の企業数(昭和135年4月)

大学卒 l ftE校卒 Ijl学卒 i

fJJ :女男女芳一女 1:
4，000円未満 1; 10，000円未満十 1 

5，0州未満ー← 7 叫11，000p:J川 1 1 

5 7 35 丸山

大'下字 IfJi学卒 中校す三
男女男女 I ~J f;: 

11 4 2 

6，000円未満 i

7，000円未満 J

8，000円未満;

9，000円未満 i

(桁考 本1<_は第 16去とfuJじ資料による〔

なおトリコット庖業における職種別年間賞与を企業数によって分類したもの

を示すと，第 23去のごとく，調査企業数のうちで，男女とも 130%未満という
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第23表 トリコット工業における賞与支給率別企業数

l Fj 
H T Iミ J.l 

女 ~j 女 ~j 女

30.%未満 20 20， 150;，，;..fミ ir，奇 91 111 400;:'; ...jミÌ1~
11， 7 

50.%未満! 6 7 170ブ'，;Aミ;諸 24 19 400.%以卜 1 

30 町未満| 9 19 200;:'; A~ ;;LJ ， 24' 

100 ;:b未満 33 30' 250;:';未満 i 38 41 : 

四%未満| 64 69 3∞%未満 I3' 11 .n- 258 259 

備考本去は第6去と同じ資料によるη
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のが第H立で，よ;々 64社 (25%)， 69社 (26%)で， 250%未満がう1女とも第
2 {It:となっている。丸編メリヤス工業でも，tuI編メリヤス工業でも，第 1位は，

矢張りトリコットと|可じく 130%未満であるが，第 2位は九編メリヤス工業で

は，男子 25，9;;'未満，女 r30，9;;'未JIllj，横編メリヤス工業では，男子 30%，女 f
70，9;;'未満と支給主事がまちまちである。ともかく， トリコットー工業では， 130 % 

という賞与が大きな比章一をもち， しかも， 250%という中小企業としては比較

1'i':J内い賞与が見られるのは， トリコッ卜工業の特質のーっといってよいであろ

う。

4 トリコット工業の生産高と生産費

(1) 生産高の趨勢

トリコツト工業の最近3ヵ年I1¥Jの生産の動向を原糸別に見ると，ナイロン糸，

レイヨン糸，ベンベルグ糸，アセテート糸，綿糸， ち糸の順で， とりわけナイ

ロン糸およびレイヨン糸の加工が重要性をしめしている。すなわち，sTl和 35年

度は，前年度に比べて約 7%の治加であるが，原糸別には，ナイロン糸とレイ

ヨン糸とが約 30%で最も哨加率が大きく，綿糸およびモ糸は，前年度よりも却

って生産が減少し 第24表トリコッ卜工業の生産高(単位ヤード)

ている。このよう

に，天然繊維の加

J:が減少し，ナイ
33 

l 恥凶土一一三1211治二千三二事 IB- at 
年 I46，520，253 1，093，767 1，843，7211 49，457，741 

34 年 158，821，4491 1，158，8991 2，181，0791 62，161，紛5ロン芋の化織が仲 I vv ， v~~ ， =vl ~， ~vv ， vvvl ~， ~v~ ， v ， vì 

びてきているの 35 年 153，3此 56415，6日，910i2，2払 8871 61，202，361 

は，主として対人備考 1 本J<.は竹本繊維協議会制「繊維年鑑J(昭和37年版〉による σ

用IjJL着および下着 2 チ袋1打は2.2ヤードにて生地換算ゎ

の消費需要の増加してき 第25表原糸別生産高(単位ヤード)

ているためである。 1昭和 33年|昭和 34年|昭和 35午j til-l TI'............ --，-I t-'I-l TI-l......... ----r-! 

そこで， トリコッ卜の i ベ
ナイロン糸 119，706，6301 20，790，658i 21，138，233 

二次製品の生産がどうな レイヨン糸 I1μmdm肌叫机131，787

っているかを通商産業省綿 糸 6，608，209， 7，日2，220i 5，860，263 

の昭和35年の実態調在 ベンベノレグ糸 3，082，389'¥ 8，491，760'， 9，773，594 

によって見ると，縫手袋 アセテート糸 1 5，0位 6371 8，制，7161 仏側，仰

をのぞくとその他の品u -l; 糸 1，300，8331 2，308，5701 97，814 

は，いずれも昭和34年に そ の 他 1，226，211] 1，3批判 3，176，0臼
十 149，457，7411 62，161，4051 69，202，361 比べると，昭和351rは生 cil <i:.7，'Tt.I， ，/'"f-.l.1 | 

庄が附加していることが似lJ5 本表は前友の資料とI<fJじによる。
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IUjかである。とくに肌若(下若もふくまれている)の生皮増加が顕著である。

またわずかではあるが，縫手袋の減少は，何に基悶するか明かでなし、。

M26表 トリコット製品の生産高 (単位打)

• ~凡 着 1 外 火縫子袋縫靴下 その他 Jt 

日目 和 35 1f. 638，399 99，4231 45，206 594，706 66，000 1，443，734 

昭和 34 年 409，321 83，338 45，507 491， 774 60，736 1，090，676 

{信号 令1<は第6夫とIliJーのi(f料による p

ところで， トリコット生培高の季節変動については，全国的な資料がないの

で，昭和 37年の足利トリコソト工業協同組合地区の統計をぶすと，第 27去の

ごとくであって，年fHJ生f!在高のピークは，'t地および二次製品とも 5月である。

しかし，それにつづく生産市吉は，生地では， 3月であるのに対して，二次製品で

は2HになっているO したがって，生地生広ーの比較的集Iflしている季節は， 3 

Jlから 6月までの4ヵ月間であるのに対して，二次製品では， 4月から 7月ま

でで，生地より 1ヵ月おくれが見られる。他のトリコット定地のなかで，福井

地[.<:ま，二次製品よりも生地生法のウェイトが l白\~、ので，恐らく 3 Jiから 6}j

までに比較的生皮が集Ijtしているのではなし、かと思われるO なお，これらのト

リコット生産額の変動は，二次製品では，大体生庭向に照応しているが，生地

では 4月が最高で3}jがそれにつづき 5JJは第3杭となっているのが注目され

るの

第27表 足利におけるトリコットの生産高及び生産額の季節的変動(昭和37年)

生 地|二二次製品 生 地 二次製品
fi---BL主皮~=_1~J正面i干瓦言 't，産語， i fl }~Ij i~1:，亙瓦正産額正瓦高 f服部
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Nii考 本1<は足利トリコット工業協同組合制「業界展亡者1962年度」による p

このように，いくらか春期に生産が集11'しているとはいっても，年間jの格差

は，次第に縮小してきているといってもよし、。ただ，生地生戸去の最高と最低の

格;t2.6 ;:;;に比べると，二次製品のそれは 3.79%で，二次製品の方がまだ季節
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性がつょいといえるであろう。

(2) 生法費

トリコッ卜工業の生地および製品の生産授を通f{iiI宅業省の「メリヤス実態，O:J

1王」によって比ると，原材料費は，いずれも 70%1日j後である。これを昭和 34年
と昭和 351fの推移について見ると，生j也)-イロン 15デニールでは，原村fげ日

は，1.6%の減少に社して，労務背は1.2s6の哨加となっており，染色整f里と，il'i

経費は，殆ど変化していない。ベンベルグ 50デニールは，原材料費および染

色整珂!費は， I，IU11ととも変化がないが，労務官は，1.1%のi前加，諸経析は，1.1

%の減少となっている。アセテート 55デニールおよびレイヨン 50デニールで

は，大体ベンベルグと同じような勤きをしめしているO またトリコツト製iMで

は，ベンベルグ使用のスリップでは，昭和 34年と昭和 35年の間では生皮伐の

変化は見られないが，生地に比較して原材料費の比本が一層大きくなっている

のは，染色整理費が不要のためである。(九編の場合は，トリコットの場合と対

眠、的で，生地は染色整理殺を要しないので，原材料費がI匂く，製品は染色撃.f'1¥

費を要するので，原材料費は低くなっている。〕

第28表 トリコット工業における原価構成 (;;';) 

原 糸 i糸昏 T 年次 i企業数)泉材料1苦労務費|義理員 l'制 2
1 ヂ=-ル l昭和

r， 34 1 19! 68.41 12.61 9.5 9.5 
fナイロン 15~ I _ _! J _ _ J _ _ j 

li 35 1 181 66.81 13.81 9.6' 9，8 

(， 34 I 8， 69.51 15 I 10 I 5.5 
1ベンペルグ 50~ 

/七地J 135lR 印 ~i 16 9.8 4.6 
(34 3 70.81 11.4' 12.4' 5.4 

製 品
(スリァプ)

|アセテート 55~ 

(!;35:3imm 叫 4.7、

(34 13 68.3 9.7 13.7 8.3 
νイヨン 50~ 

! 35! 13， 68.71 10 . 5 13.8 7.0 

(34 4 76.3 14.7. -: 9.0 
ベンベノレ〆; 50i 

1 35 4 76.4 14.6 9.0 

tHl考 イ丈夫は沼6}<と[，;Jじ資料にするつ

以 kトリコット工業の生皮質構成を見たわけであるが，生地の販売価格から

原糸に外注加工費(染色整理〉を加えたものを控除した編立工賃(労務質に平IJ

j問をふくめた附加IiIfiut'Oは，逐年思化してきていることは，第29表に見るごと

くであるo /むも，この調査企業数がどの程度の範聞にわたっているものかゆjか

でないので，はたしてトリコツト工業の過当競争にllJ来するかどうかは退かに

， r:.i しがたいのではあるまいか。
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第29表 ナイロントリコッ卜生地の編立工賃

l版点州芥糸判'(1印附d

(A) (B釦 ωC) D =C 一一イ一(A~ご号L一~~一一一一一
日目 平日 31 189 26 252 37， 31.15 + 5.85 

32 179 25 232 28 25.59 ナ 2.41

33 179 25 227 23 24.62 - 1.62 

224 34 179 25; 20 24.23 - 4.23 

191 35 I 202! 24.22 - 5.22 161 22 

36 ! 161， 22 201 18: 24.21 - 6.21 

ー一一一一一一 一一一一一一一一
~11i考 1 "*夫はセンイ・ジャァナノレ編「メリヤスモド鍛62年版」によるの

2 ナイロン 15デニーノレハーフ牛J也H;当り，仕上倒 188'i{長について品交「

4 むすび

以 f二わたくしは， メリヤス工業の一形態としての経メリヤス工業すなわちト

リコット Lr~の也氏構造を， ととして生産規模，生皮設備，労働力および生皮

l勾と生序:jl(を't1心に分析してきたが， ここにこれをi五j'ilに要約しながらその将

未性に治及したいとおもう。

1 先ず第一に，生産}Jけ誌については，従業i¥，資本金などから見て，)L編

メリヤスおよび横編メリヤス工業に比べて，やや規院が大きく 11つ戦後μ並立さ

れたものが多いことが特徴的であるO また生皮)jitについては， u:丈'i=.rJKが多

く，縫製，染色整.f!Hについては，外注依存が多い。

2 生，*設備については，他のメリヤス生産形態と呉り， r~;J迷陥人?をの;淳入

が符しく，設備制限は，ようやく最近実胞の段階に人ったが，依然として1;2備

近代化の動きがつよし、。しかし，編立工程よりも，その前後の準備工犯とか仕

t二 Lf'jlに溢路があるものとおもわれる。また~utJ['j体の環境整備もまえ:請され

る。

3 労働力構成については，女 fパ:fjf動力に 70%依存する点は，他の二つのメ

リヤス生l老形態と[，;J係であるが，年齢別情hえでは， 18~-未満の未成年間が比較

的多いので，他の二つのメリヤス工業に比べて，勤続年数は起し、。女rは悩J正
よりも縫製，';i;I日jに従'れするものが多し、。家計と企業との分離の不完全で， 主主

がジy"務に従事するのが一般的であ石。ツ;;.働条件のなかで，勤務時!日jは，位のメ

リヤスr:~と[，;J じく時間外が多く，給与ノJ~準は， {j三品Ibi'災に照応して他のメリ

ヤス r業よりも{尽くなっているO
4 生産品の趨勢としては，原糸別に見ると天然繊維が減少しヒ宇繊維が
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よ山11の傾向にある O 二次製lllIについては，肌若の生J)i~が片1 lJu している O ノi二庄の

~節(ドj変動は少くなっているが，それでも 3 月から 6 Jlまでの 4ヵ月に集【いす

る傾向があるO またノj:)也よりも二次製品の変動の幅の大きいのは，後苫の市要

がある程度流行に支配されるためである。ノ主席刊については，他のメリヤス工

来の!Lj合と ["jじく， J~i(H 料刊のしめる割合が I~L:jV、が，それについでは，労務時，

染色整即時の順となっている。染色整Jl~については， J{利地!ベのように，共同

J)ILL，設備によって合Jl]l化を行なっているところもあるが，その他の地lベで、は，

咋門$-dに外注しているところが多し、。いわゆる制改 r貨は， W:Ue!uli栴の出ば
いから潮汐cJE化の)j向にあるといえる。
以との要約から一般的に見ると， トリコット L%::のノt:派構成は，わが同の典

明的な中小企業の一つで，メリヤス

工業のなかで、は，最も成長定業的要

素を多くもっているF在業であるO し

第 30表 トリコット工業の規模

|アメリカ 11~~; l';(r ~1'i 
f_場数台数 IL場数i台数

20 台未満 41 39{ 623 2，426 
かし，これをアメリカのそれと比較

すると，次のように工場規恨の零細 50 
20-50 

以

0
0

巧

'
n
w
u

G
U

ウ
d

q

J

Q
d
η
t
1
A
 

，
，
 

t
i
q
J
 

A
U

可
i

q

4

3

2

9

 

19 520 。 O 
性が顕告であるO J十

自由化の進展にともなって，国際 1工場ヨり台数 i

的な妓争力が要請されていく現段階備考本表は日本経編工業組合連合会側「経舗

において，にわかに企業の集中化を 通信J27 j~ によるわ

行うことは困難であるが，そのブj向に一歩をすすめるとともに，併せて生庭行

程の一貫化を促進することも必要であるO また設備の近代化にあたっては， [~ 

産機の性能を高めるような技術指導を強化していくことも必要であるO しか

し，さらに根本にさかのぼると，供給原糸そのものの生庭および流通の合理化

が斯業の発展の前提条件の一つであることを忘れではならなし、。またこれまで

のトリコツ卜工業活朕の本内をなした細番手の合繊糸使用からより太啓子の介

繊糸使用による続日の安定化という )j向もきわめて弔要な課題の一つであると

642 2，946 

34， 4.5 

いわなくてはならない。

(昭和38of5}j24 11) 
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